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中 間 需 要 最 終 需 要
生産額
財 部 門 サービス部門 消 費 投 資
中間
投入
財 部 門               
サービス部門            ０ 
付加
価値
賃 金    
利 潤         
生 産 額    
表１ ２部門マクロ経済
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ただし，
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である。ここで，は のに関する偏導関数である（以下同様）。パラメ
ータが ，に与える影響はの変化が に与える影響を除き確定する。の変化が に与える影響はとの大小関係に依存することになる。はのに対する弾力性で，は
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な る。ま た， の 上 昇 は サ ー ビ ス 部 門 の 単 位 あ た り 実 質 利 潤       と相対価格を引き上げ，他方ではサービス生産量を減少
させた。どちらの効果がより大きいかによってサービス部門の利潤率に対する の上昇の影響が確定することになる。結局，サービス部門の利潤率は  のケースで上昇し，  のケースでは上昇するか，低下するか
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                                減少    減少  減少    減少  不変   増加
  減少    減少
  不変   増加


























お わ り に
先進諸国では経済のサービス化が進展している。その要因としてあげられる
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つまり，
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となるが，	   であるので，
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１３） の変化がに及ぼす効果は
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ここで，
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ゆえに，
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